
  

限られた容量・資源で生きる 
～ 食・農・環境から地球の未来を考える ～   

 LOHAS (: Lifestyles of Health and Sustainability)：ライフスタイル・
食・農を手がかりに、地球環境問題について文明史的な視点からグローバル
化社会の諸問題について考えてみよう。 
                       国学院大学・経済学部   古沢広祐 
                   （NPO)「環境・持続社会」研究センター      

 



  

人類の発展史：人口・エネルギー・交通・情報  
 

 

    



  

深刻化する地球環境問題 

 



  

文明発展文明発展パターンパターンのの特徴特徴とと持続可能持続可能なな発展発展 

• 幾何級数的な成長・拡大 
• 格差の拡大 
• 単一価値のモノカルチャー的展開 
「持続可能な発展」とは、環境・経済・社会の３つのバランスの 

 調整、＜環境的適正＞と＜社会的公正＞をふまえた経済発展 



  

持続可能性：社会的公正から見ると？ 

• １９９７年の人間開発報
告書によると、１９６０年
の世界の所得総額のう
ち、高所得層上位２
０％が手にした額は、
低所得者下位２０％の
３０倍だった。その後の
３０年間で、倍率はどん
どん開いて１９９１年に
は６１倍に達し、１９９４
年には７８倍に達した。 

人間開発指数： 
１人当たりのＧＤＰ、
平均寿命、就学を 
基本要素にして 
指数化  



  

持続可能性：環境的な適正とは？ 

 ハーマン・デーリー（エコロジー経済学、Ecological     
Economics）の基本的３条件 

•  [枯渇性資源 ：資源消費をできる限り再生可
能資源に代替する ] 

•  [再生可能資源：消費量を再生可能資源の
再生量の範囲内におさめる ] 

•  [環境汚染物質：排出量を抑え、分解・吸収・
再生の範囲内に最小化・無害化する]  



  

• 環境的適正としての持続可能性をめぐっては、評価尺度の違い、
技術的可能性の評価など、統一的見解に至っていない。 

 

• 具体例としては、現状でわかる範囲での資源制約や環境制約を
前提に、貴重な資源をどの程度の水準で利用すべきか、広く平
等に”南北間”や”世代間”の公正さを考慮した「地球的公正」と
いう理念のもとでの展望したものに「環境スペース
（Environmental Space）」（通称「環境容量」）、「エコロジカル・
フットプリント」（Ecological Footprint：環境面積要求量）等の
試みがある。 

 

• 同じく持続可能性を具現しようとしたものに、「エコリュックサック
とMIPS（Material input per unit of Service：サービス単位当
たりの物質集約度）」「環境効率（Eco-efficiency）」や、範囲（地
域）限定の概念である「環境収容能力」（Carrying Capacity）な
どの研究や試算が行われている。 



  

環境容量を超えた人類活動（Ecological Footprint）  

世界全体が日本人の生活をしたら→ 

アメリカ人の生活をしたら→ 



  

 
 

キューバの実験と循環型社会 キューバキューバのの実験実験とと循環型社会循環型社会  



  

ＷＷＦJapanサイト:「生きている地球レポート」 
エコロジカル・フットプリントJapanのサイト参照 



  

Japan for Sustainabilityによる指標化 

１．環境(Nature）： 
  地球環境、自然環境、地域環境を幅
広く包含し、資源容量や生物多様性
の概念を内包します。持続可能性の
基層概念。  

２．経済（Economy)： 
  物やサービスを提供することにより、
人々のくらしや生活を豊かにし、ゆと
りをもたらすもの。人間の経済活動全
般。  

３．社会（Society）： 
  人間の社会活動、政府、学校、コミュ
ニティなど、人間生活の集合体。  

４．個人（Wellbeing)： 
  個人の自己実現、幸福の追求、社会
参加、生活の質向上など 



  

現代社会現代社会のの生産生産・・消費消費・・廃棄廃棄システムシステム  
  

 

 

 Socio-economic System 

Production 
生産・加工 
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石油資源の埋蔵量は、富士山を器に
して計算すると、何杯分でしょう？ 



  

CO2濃度推移 

 



  

世界平均気温 

 



  

 

 



  

 



  

世界防災白書における自然災害の頻発 

 



  

地球環境問題と日本の食・農・環境 



  

•  豊かな日本の食卓：どこで誰がどのように作ったか
を知ることもなく、廃棄する残飯量もおよそ700～800 
万トン（消費量の２～３割）、飽食の限りを尽くして
いる。 

 

•  世界人口の７人に１人は飢餓に瀕しており、十分な
食料や居住環境を手にできる人々は世界人口の４分の
１ほどにすぎない。 

 

•  見かけの豊かさは、世界中から食材を集めてくるこ
とで成り立っている。輸出側での土壌劣化、水資源枯
渇等の環境破壊、輸入側での地域農業の衰退、添加物、
残留農薬、遺伝子組み替え食品、健康不安等が増大し
ている 

世界と日本の現在 



  

物質収支 
•   

  



  

日本の近代化と公害問題 
ー水俣病５０年、今もつづくー 



  

フードマイル：世界中から来る食料 
（食べ物が運ばれてくる量×距離） 



  

フードマイレージ（エネルギー消費と温暖化影響） 



  

地球地球のためにのためにダイエットダイエット・・キャンペーンキャンペーン  

 
■食の消費スタイルの変革をヒントにして■ 
食べ方・消費内容を、環境負荷型から環境調和 

（持続）型へと変えることで、個人の健康、地球の 

環境保全、世界格差（貧困問題）の是正につなげ 

るキャンペーン活動。 

 ＊過剰な消費スタイルでは、世界人口の半分も
養うことはできない。 地域に根ざした資源循
環・環境調和型のスタイルが、限られた資源と
環境の限界のなかで、生きていく道をひらく。 

  



  

 

 



  

世界農業世界農業のの３３つのつの類型類型  



  

WTO（世界貿易機関）の農産物貿易
自由化に反対する農民運動 



  

農業生産における２つの展開軸 

 生命系の進化・発展史と自然生態系における人間の位置 
（私たち自身の存在を成り立たせている構造とその歴史的形成過程への認識） 

「物質系」→「有機体系」→「生物・生態系」→「人間生態系」   

 

 

★ 単一・極大化（排除）型の展開指向：（新大陸・自然征服型） 

 

☆ 複合・バランス調整（共生）型の展開指向：（旧大陸・アジア） 

     ・・・・・・ → → それらの外向的展開と内向的展開 



  

農業生態系農業生態系におけるにおける窒素窒素のの循環循環  
（（近代農業近代農業とと有機農業有機農業のの比較比較））  

 
          
 
                                                                                                    
 
                                                                                               
        
                          
   
 
 
         
 
 
 ///////////////////////////////////        fertilizer     nutriment       ////// 
 <humus, compost, manure>    (micro organism)    

 

＊Red line is non-organic process 
＊Black line is organic process 
☆Organic agriculture makes diverse 

linkages with living ecosystem 



  

世界のフード・システムをめぐる３つの
パラダイム 

 

「フード・ウォーズ」の時代 

     食の未来への、３つの 
     パラダイムの攻め合い 
 

・生産至上主義 

・ライフサイエンス主義 

・エコロジー主義 



  

流通・消費における２つの展開 
（ファストフード 対 スローフード） 

 

Fast Food Nation 
 

by Eric Schlosser  
 

                           Slow  Food  movement 
  

      

 
 

  Fast  Food                         

スロー・フード運動は、１９８６年にイタリアで、ファスト・フードに
象徴される効率至上主義の食品産業や食文化に対抗して、伝
統的な食品製造技術とその食品をゆっくりと味わう喜びを守る
運動として出発した。運動のシンボル、”かたつむり”がよくその
性格を表している。 



  



  

食と環境の安全に
新たな脅威：GMO 

人類は環境と安全性を犠牲にし 
ないで、地球上で調和的に暮ら 
すことができるのだろうか？ 



  

世界の有機農業の今日的な広がり 

 世界的な有機農業の
広がりを見ると、オセア
ニア・ラテンアメリカの牧
畜を主体とした農業経営
と欧州の畑作・有畜型の
農業経営が面積的には
主流を占めている様子
がわかる。 
 
 しかし、歴史的にみる
かぎり、有機農業のルー
ツの１つはアジア地域か
ら端を発していることが
わかる。 
  



  

「「東東アジアアジア４４千年千年のの農民農民」」（（19111911年年））「「農業聖典農業聖典」」（（19401940年年））  
  

  

"Farmers of Forty Centuries; Permanent 
agriculture in China, Korea and Japan“ 

written by F.H. King 1911, republished by Rodale Press 
 in 1973. 
（邦訳『東亜４千年の農民』, F・H・キング 杉本俊朗訳, 昭

19,  栗田書店、絶版） 
Agriculture can be cultivated continuously and 
sustainable for thousands years. 

“An Agricultural Testament”,  by 
 Sir Albert Howard, published in 1940. 
（邦訳『農業聖典』日本有機農業研究会、
コモンズ、2003年） 

It focused on the management of soil  
fertility learned from traditional agriculture  
in India. 



  

環境調和・リサイクル社会としての江戸 



  

日本日本におけるにおける伝統的伝統的なな循環型社会形成循環型社会形成  
（（江戸時代江戸時代からから戦前戦前・・戦後初期戦後初期））  

 

 



  

 

 



  

ゼロエミッション（廃棄物ゼロ）モデル：国連大学 

 



  

「森・川・海・里」を結ぶ
日本版・生命地域主義 
（バイオリージョナリズム） 
 



  

国際有機農業運動連盟（IFOAM）大会 
（2005年９月、オーストラリア、アデレード） 

  「持続可能なシステムの形成」をテーマに、
国際有機農業運動連盟（IFOAM）第15回大
会が開催された（2005年9月）。この大会は、
いろいろな意味で環境と農業の関わりを強く
意識した会合であった。 

 

 世界７２カ国からの約千人の海外
参加者に、一人当たり２０Au＄（約
1700円）のCO2排出（環境）税が課
金され、植林基金（排出CO2吸収）
にあてられた。 



  

パーマカルチャーの思想と実践展開 
＜ パーマカルチャーの 
  理論とｿﾞｰﾝ分け  ＞ フード・フォレスト農場（アデレード近郊）の外観 



  

「フード・フォレスト農場」の建物・コンポストトイレ・農場風景 



  

中南米に広がるアグロフォレストリー（農林複合） 

 世界的に見ると、日本を含めて多くの地域では、農耕と森林とは昔から密接なつながり
をもってきた。 今、とくに途上国を中心にアグロフォレストリーが再評価されだしており、
アグロエコロジー（農業生態学）や有機農業運動との結びつきを強めつつある。 
 
    ＜下図は、メキシコの有機コーヒーの生産農業協同組合のパンフレットより引用＞ 



  

Solar Cookers International 



  



  

有機農業の市場・貿易・社会責任、国際会議
（2003年11月、バンコク） 

国際有機農業運動連盟：IFOAM, 国連食糧
農業機関：FAOの共催・・・・・グローバリゼー
ションと広がる有機市場に、NGOやビジネス・
国際機関・政府などいろいろなセクターが関与、 
ローカルとグローバルのせめぎ合い、企業の
社会責任、オーガニック基準とフェアートレード
基準の認証すり合わせなど、現状認識と課題
提起がなされた。 
 



  

フェアトレードは公正な価格のあり方を求める 



  

 

 

消費者・生活者の視点から、地球の未来を考える、 
お勧め図書、2001、2003、2006、 出版：コモンズ 



  

有機農業とフェアトレードの重複・融合 
ホムトン・バナナの国際産直 

Homton Banana (organic) : 
Alternative Coop trade between Thai and Japan 

オーガニックとフェアトレードを 
進めるグリーンネット（タイ） 

Organic Fair Trade by Green NET 

一村一品・民芸品：OTOP :  
One Tambon One product 

 



  

ロハスロハス  LOHAS LOHAS ビジネスビジネスとと消費者消費者    
  LOHAS is Lifestyles of Health and Sustainability 

 

１９９８年、アメリカの社会学・心理学者が提唱。 

 

欧米では、成人消費人口の３割が、健康・環境を重視 

する消費性向をもち、「ロハス消費者」層を形成し始め 

ている。 

 

  

    

 

   

    

 

 

Sustainable Economy:      Green products & Environmental management,  
 Healthy Living:              Organic, nutritional Food  & Natural care products,  
Alternative Healthcare:   Health and wellness solutions, homeopathy, etc. 
Personal Development:    Mind, body and spiritual products                     ,                        
Ecological Lifestyles:       Environmentally friendly appliance Eco-tourism 

 



  

『幕末のスローフード』 
   辻井善彌、夢工房 
 幕末期の葉山・三浦半島の
庶民は、いったいどんなもの
を食べていたのか？ 



  



  



  

エコライフ・フェア2006 
2006年6月3日(土) 

11:00～17:00 
2006年6月4日(日) 

10:00～17:00 
都立代々木公園 
（ＪＲ山手、原宿より徒歩５分） 

 ケヤキ並木・イベント広場 
(NHKホール前) 
 



  

エコライフ（地球に優しい生活）チェック 

 

◆エコライフ・チェック、環境家計簿をつけてみよう！  
  
日常生活で、環境コストを実感・体験する重要な道具です。 
各自、サイトを参考に、地球環境と日常生活の関わりについて 
考えながら、実際に省エネ・省資源の実際の行動を実践してく 
ださい。 
 

 ◎インターネット版エコライフチェック：イントロ的ガイダンス 
   http://www.eic.or.jp/library/ecolife/  
  http://student.eprc.kyoto-u.ac.jp/~suzuki/cgi-bin/kkpp.htm  

http://www.jca.apc.org/kikonet/theme/theme_kizon/ecolife/index.html  
http://eml.edb.miyakyo-u.ac.jp/JOHO/kakeibo/kids/index.htm  
 



  

持続可能な社会の形成へ （ﾐｸﾛﾚﾍﾞﾙからﾏｸﾛﾚﾍﾞﾙまで） 

① 製品製品・・商品商品レベルレベル：   製品の設計（エコデザイン）、環境効率、エコラベル、 
 環境影響評価（LCA）など、各種エコプロダクト（環境調和型製品）の開発の促進。 

 
② 個人個人・・家庭家庭レベルレベル： エコライフの普及、環境改善・環境家計簿づくりの動き。 

 
③ 企業企業・・自治体自治体・・事業者事業者レベルレベル： 事業評価、環境マネジメント、環境管理計画、 

環境監査、環境会計の導入の動き。 異業種エコロジー産業体の形成 
    （ゼロ・エミッションの取り組み等）。環境調和型の地域・街づくり、地域計画 

（エコシティ、エコタウン、サステイナブル・コミュニティ等）。 
 

⑤ 広域広域（（地域地域・・自治体自治体以上以上のの領域領域））・・国家規模国家規模のの動動きき：  水源・水系・流域全体 
の保全管理などの「バイオリージョナル」（生命地域主義）的な取り組み。 
広域事業での環境影響評価（アセスメント）の徹底、国民経済計算に 
環境影響評価を組み込む動き（グリーンGDP、経済環境統合勘定）、 

環境基本法と環境基本計画の制定、各種法規制の整備。 
 

⑥ 国際国際・・世界世界規模規模でのでの動動きき：  国際環境条約や二国間・多国間協定の締結、  
持続可能な発展を枠組みとした国際機関、援助・開発協力の推進。   



  

政策対応における４つのカテゴリー 

① 技術的解決方法・・・公害防止・環境保全技術、環境効率、
LCA、環境管理・監査等 

 

② 法的（規制的）手段・・・・環境規制（禁止・罰則・制限）、許認
可・利用規制等 

 

③経済的手法 ・・・・課徴金、助成金、環境税・財政改革、排出
権（市場）取引、エコラベル等 

 

④社会・文化による内部化・・・・ライフスタイル、慣習、倫理、社
会規範、教育、生活文化、市民意識の高まり等 



  


